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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。

第５章　世界遺産を核とした魅力ある地域づくり
取組項目 伝統文化保存団体との連携

Ⅱ．伝統文化・地場産業の振興

事業(施策)名 １　伝統文化保存団体連絡会議

佐渡市社会教育課

関連団体 佐渡市世界遺産推進課、佐渡文化財団

事業実施期間 Ｈ28～R６

事
業
計
画
と
実
績

【Ｒ４年度計画】

【Ｒ４年度実績】

佐渡の伝統芸能である佐渡民謡を普及啓発するため、５回目となる「佐渡民謡の祝祭」を開催す
る。

重要無形民俗文化財である「佐渡の人形芝居」の保存団体を一堂に会した「人形芝居上演会」を
開催する。

令和４年７月３日（日）に、第５回佐渡民謡の祝祭を開催し、佐渡民謡を広く発信した。

令和４年７月17日（日）に小木会場、令和４年11月20日（日）に金井会場において、人形芝居保存
会が集結した人形芝居上演会を開催した。

伝統芸能団体が一同に集まるイベント等を開催することにより、団体同士の連携は強化されつつ
あるものの、ネットワーク化や組織化には至っていない。それぞれの団体同士がお互いを認め合
うことが必要で、時間をかけて連携強化を図り、組織化に繋げる必要がある。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画

令和４年度事業点検・評価調書　

5-Ⅱ-1 5-Ⅱ-1

事
業
概
要

【事業目的】

島内の伝統文化の振興に向けて、関係団体の連携体制強化を図る。

【事業内容】

伝統文化の効果的な情報発信や振興に係る課題の共有に向けて、島内の伝統文化保存団体や
佐渡金銀山関連団体等による連絡会議を開催する。

【本計画終了時点のゴール】

伝統文化保存団体（民謡団体・人形芝居団体）の連携協力体制の構築（組織化）

課
題
・
今
後
の
取
組

　第2回佐渡民謡の祝祭　H29.10.8

　第3回佐渡民謡の祝祭　H30.9.22

　第4回佐渡民謡の祝祭　R1.9.22

　（令和2年度及び令和3年度は新型コロナウイルスの影響により開催できなかった。）

こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績

佐渡民謡保存団体の活性化、連携強化を図るための取り組みとして、保存団体が一堂に会する
イベントとして「佐渡民謡の祝祭」をH28年度より実施した。

事
業
評
価

【ゴールに対するR４末の達成度】 アフターコロナを見据え、各芸能団体の活動も活発化してきている中、各
団体の目標となる発表会を開催することができた。発表会を通じて各団体
が交流を深め、お互いの演目を見合うことで連携強化を図ることができた。

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕

【課題】

【今後の取組】

佐渡民謡の祝祭や人形芝居上演会の継続開催

　第1回佐渡民謡の祝祭　H28.10.2
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